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本報告の 課題

　 この報告は 、 近年全国で急増 して いる、貧

困世 帯の 子 ども 向けの 学習支援活動 に重要な

担い手 と して 関わる大学生ボランテ ィ アの 語

りを分析することで、学習支援の政策的位置

づけである 「教育保障」 の 制度的破綻と、大

学生ボラ ンテ ィ アに求められてきた 「ロ ール

モ デル 」 と して の役割の限界 を指摘する こ と

を目的とするもので ある。

　 学習支援活動が急増 した経緯 。背景には、

以下 のような流れがある 。 まず 、 阿部彩

（2008 ）や 、 子 ども の 貧 困 白 書 編 集 委

員 会 （2009 ）な ど に よ り、2008 年 頃

か ら、貧 困 世 帯 で 暮 らす子 ども の 実 態 が

可視化され、問題視されるよ う にな り、大学

生 や、公務員の 有志などによ っ て貧困世帯の

子 ども達へ の 学習支援活動が草の根的に広が

っ てい っ た。その後、2009 年には学習 支援

活動が生活保護受給者へ の 「自立支援プロ グ

ラム」 と位置付けられ、全国 の 都道府県 ・市

町村で生活保護受給家庭の 子 どもへ の 学習支

援が国の 予算の もと行われるよ うになり、さ

らには 、 2013 年、子 どもの 貧困対策法が制

定 され 、 自治体主催、民間団体主催を問わず、

学習支援活動はさ らに増加を続けて いる。

　学習支援活動は、　 「生活保護受給家庭の 子

ども達の 高校進学率が低い 」 とい う問題意識

と 、　 「貧困 の 連鎖を断ち切るために高校に進

学してほ しい 」 とい う願い から草の根的に展

開されてい っ たものの、それが制度化される

こ とで、事業の社会的な位置づけや、求めら

れる役割も少 しずつ 変化 して い っ た。

　そのような学習支援の 「現場」 に目を向け

ると、運営形態の 違い を問わず、大学生をは

じめと したボラン テ ィ アが講師役を担い、子

どもと関わる ことが多い。しか しこれまで、

子どもの貧困 ・学習支援に 関する先行研 究は、

子 どもの 高校進学率の 上 昇や、学習に対する

態度の 変化、自己 肯定感の 向上など、学習支

援に 参加す る子 ども の 変 化や成長 に焦点を当

て たもの がほ とん どであ っ た。事業の 担い 手

で ある大学生ボラ ン テ ィ ア に関 して は、実践

紹介 レベ ル の 言及にと どまるこ とが多か っ た。

その 中で、大学生ボラ ンテ ィ ア は子 ども達に

と っ て 「身近 な お兄 さん ・お姉さ ん 」 で ある

とされ 、　 「〔コール モ デル 」 と し て の 役割を果

た す に とを求め られる）と い う意味づ けがさ

れて きた。しか し、こ れ は本当 にそ うだ ろ う

か。たとえ ば、事業の 性格は多少異なるも の

の 、酒井朗ら （2007 ）は、商業高校生 に対

する進学支援を行 う大学生 ・ 大学院生ボラ ン

テ ィ ア の 成長 過程 を描 い て お り、  「普通の

子 」 という捉えか らの 再構成 、   「関わり」

をめ ぐる悩み や葛藤、  「組織」 をめ ぐ る葛

藤、  葛藤の 先に ある学びと成長 、とい うプ

ロ セス を抽出 して いる 。 本報告で は 、 大 学生

ボラ ンテ ィ ア に関する分析をさ らに掘り下げ

る べ く、大学生ボラ ン テ ィ アが学習支援活動

に参加 した契機や、活動に関わ る こ との 意味

をどの ような言葉で 意味づけて い る の か に迫

り、その実態を明らかにする こ とを試み たい。

方法

　学習 支援活 動に参加して いる大学生ボラン
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テ ィアの参加動機や、活動の 中での経験など

を問う、半構造化イ ンタ ビュ
ーを行 っ た 。 関

西地方で学習支援活 動に携わ るボラ ンテ ィ ア

7 名に協力を得た。調査時期は 「子どもの貧

困対策法」 の制定以前の 2012 年 11 月〜

ri　2 月 で あり、当時は、学習支援活 動が子 ど

もに対する直接支援の中心 的な事業であ っ た 。

イ ンタ ビ ュ
ー

はそれぞれ 60 〜90 分程度 、

イ ンタ ビ ュ
ー
データ は文字起こ しを行い 、 サ

トウタ ツヤ （2009 ）が提唱する TEM （複

線経路 ・等至点モ デル ）を用いて分析を行 っ

た 。

分析結果および考察

　 まず 、 大学生ボラ ンテ ィ ア が学習支援活動

に参加 したこ とによ り得られたと感 じて い る

もの は、  居場所の 獲得、  経験値が上 がる 、

  問題意識が育まれる 、   進路の 強化促進 、

で あ っ た 。

　 学習 支援活動へ の継続的な参加は 、 他の ボ

ラ ンテ ィ アや子 ども達に承認さ れ るこ とによ

り担保されて おり 、 また 、 か れら とのかか わ

りの 中で こそ得 られ る 経験があ る という語 り

が見 られた 。 そ の 中で、学習 支援や子 ども の

貧困 問題 に対する 問題意識も 育まれ る よ うに

な り、卒業後の 進路を考える 上で大 きく影 響

を受けた大学生ボラ ンテ ィ ア もいた。

　 また 、 大学生ボラ ンテ ィ ア 達は、学習支援

活動を 「自分自身の居場所、所属」 である と

意味づ ける傾向がある ことが明 らかとな っ た。

この ことから、現在の 学習支援活動の運営は、

「自分には何かが欠けてい る」　「自分の居場

所が ほ しい」 とい っ た 、 大学生自身の r心の

貧困」に よるモ チベーシ ョ ンに依存 した運営

形態であることが示唆される 。

　 「貧困の 連鎖を断ち切るための 学習支援」

といわれ るように 、 本来 、 学習支援活動は教

育保障の 理念をもとに制度化されたもの であ

る 。 にもか かわ らず 、 学習支援の重要な担い

手で ある 大学生ボラ ンテ ィ アのモ チ ベ ー
シ ョ

ンは 、
厂貧困 の連鎖を 断ち切る」 という理念

よ りも 、
「い ま ・こ こ」 に いる子 ども達に対

する共感 的な理 解 （見立 て）や 、　「勉強を強

制 しない 」 と いう空間づく りを通 して 、 子ど

もも大学生 ボラ ンテ ィ ア もありの ままに受け

入れ られる 「居場所」 を確立するこ とに置か

れていた 。 大学生ボラ ンテ ィ アは 、 子ども達

にと っ て 「身近なお兄さん ・お姉さん」 であ

るとともに 、　 「ロ ー
ル モデル 」 と位置づ けら

れ 、 語られて きたもの の、大学生ボランテ ィ

アの 意識はその 点に向けられて いなか っ た。

先述のように、子 どもの貧困対策＝ 学習支援

とい う色合いが強か っ た当時で さえ も 、
「ロ

ー
ル モデル 」 と 「居 場所」 とい う並列 的な言

説が混 在 してい たことが分か る 。 当時か らす

で に、学習 支援活動は大 いなる矛盾 を孕ん で

い た と言 え るの ではないだろ うか。
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